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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、ヴィジュアル系ロックを対象として、それを社会学、経済学、文化論などを使っ
て多面的に分析した学際的・総合的な研究である。 
 ヴィジュアル系ロックは、1990 年代に X などによってはじめられた日本独自の音楽ジャン
ルである。アーティストは化粧をして、髪を染め、「ゴシック」的な衣装を身にまとっている
のが一般的である。音楽的には、ヘビーメタル的なサウンドと日本的なポップミュージックの
メロディーライン、コード進行が融合しているのが、その特徴である。また、バンドを熱狂的
に支持する「バンギャル」と呼ばれるファンとアーティストが親密で強固なコミュニティを作
っていることが多い。日本のポピュラー音楽の歴史のなかでも、特にユニークな存在として知
られている。  
しかしながら、これまで、ヴィジュアル系を対象とした社会科学的研究は、ほとんど存在し
なかった。わずかに、ヴィジュアル系に固有なヴィジュアル面、アーティストとファンの関係
などに焦点をしぼった井上（2003）の研究などがあるだけで、それが 1990 年代の日本でどの
ようにして成立し、なぜ人気になったのか、その後、どのような変容を遂げたのかについて、
社会・経済との関係性などに注意を払いながら分析した論文は存在しなかった。その意味で、
本論文は日本ではじめてのヴィジュアル系についての体系的で社会科学的な分析である。全体
が 200 ページを超える力作で、ヴィジュアル系の成立から発展、沈滞へという歴史、音楽性の
特徴、化粧やコスチュームの由来とその必然性、ビジネスとしてみたときの特徴と優位性、ア
ーティストとファンのコミュニティの形成、日本から海外への展開と海外における受容の特徴、
90 年代以降の日本の経済・社会との関係、海外のロックとの相違などについて包括的に分析
が行われている。  
この論文が明らかにしようとした点は、つぎのようなものである。  
 
(1) 1980年代の BOØWY やレベッカなどの日本的なロックバンドのビジネス的な成功がヴィ
ジュアル系の成立の背景にある。同じような成功をめざす若者が、大衆的成功を勝ち取る
ための、ひとつの「ビジネスモデル」として、この音楽のスタイルを選択したこと。  
(2) イギリス・アメリカなどのヘビーメタル、イギリスのニューロマンティック、ゴシックロ
ックなどの要素と日本的なポピュラー音楽が融合した特異な存在であること。バンドは、
洋楽のヘビーメタル的な要素を抑え、歌謡曲、J-POP 的な要素を強調することによって、
大衆に受け入れられようとして、それが成功した。  
(3) 化粧や服装などは、トランスジェンダー的なものというよりは、ミュージシャンが自分た
ちをアピールするとともに、音楽的・ルックス的なコンプレックスを隠すためのものであ
ると考えたほうが、理解しやすい。  
(4) ヴィジュアル系のミュージシャンは地方出身者が多く、バンド間には、X を頂点とするタ
テ社会的な人間関係が存在し、それはバンドに社会関係資本を提供した。コミュニティは、
斎藤（2012）の指摘するヤンキー的な文化と強い親近性をもっていると考えられる。  
(5) アーティストとファンは、強固なコミュニティをもち、それがバブル崩壊後の閉塞的な日
本の社会経済状況のなかで、不安感をもつ人々、とくに若い女性を支える役割を果たした。
ファンは、学校や家庭に「居場所」を見つけられなかった女性が中心であり、バンドのコ
ミュニティの中で、価値観を共有する仲間を見つけ、生き方を学ぶことができた。しかし
ながら、ファンのコミュニティの基盤となっている価値観は、伝統的・保守的なものであ
った。 
(6) クール JAPAN の一つの構成要素として海外で高く評価されているという報道や論調が
あるが、それは正確ではない。海外には、日本のアニメ文化の輸出と共に浸透し、日本の
アニメのファンの一部がそれを支持しているだけであり、その人気は、それほど大きな広
がりをみせているわけではない。また海外のヴィジュアル系のアーティストは、自分たち
を表現するある種の「アート」として、それを選択している。  
(7) 海外のヘビーメタルのように自分たちの思想を強く主張したり、社会秩序に対する反逆を
アピールすることはなく、反体制的な主張もほとんどない。むしろ、ヴィジュアル系が潜
在的にもつイデオロギーは非常に保守的なものだった。YOSHIKI の「天皇陛下御即位十
年をお祝いする国民祭典」における演奏を批判した東京大学教員有志は、その点の理解が
不十分であり、結果として、批判はアーティストにもファンにも伝わることはなかった。 
 
このような論点の多くは、これまで、注意深く検討されたり、社会科学的に分析されること
がなかったもので、この研究の重要性は高いと考えられる。  
 さらに、海外のヴィジュアル系についての分析や海外のヘビーメタル文化との異質性につい
ての考察もあり、十分に一冊の研究書として出版することができるものになっている。  
 この論文では、アーティストのインタビュー、アーティストの自伝、音楽雑誌の記事、ファ
ンのエッセイ、ヴィジュアル系に関する小説などをマニアックに収集し、それを読み込んで主
張を支える根拠としている。その収集と読み込みには、膨大な労力が投入されていて、それが、
この論文の大きな価値にもなっている。  
 論文の構成は、つぎのようになっている。  
 
第 1 章 ヴィジュアル系ロックの歴史：成立からブームの終焉まで  
第 1 章では、1990 年代はじめのヴィジュアル系の誕生から人気が衰退していく 90 年代終わ
りまでを歴史的に考察するとともに、どのようにしてヴィジュアル系が誕生し、それが人気と
なったのかについて検討している。  
前述したように、ヴィジュアル系は、ルックスと音楽性に特徴をもっているが、それがアー
ティストによって生みだされた理由がインタビューや雑誌の記事などを素材として詳細に分
析・検討されている。そして、化粧やファッションが必ずしも、自分たちの特殊性を強調する
ためのものではなく、ルックスや音楽性に対する、ある種の劣等感を隠すためのものであるこ
とを主張している。音楽性については、大衆に受け入れられ、ビジネスとして成功するために、
BOØWY、レベッカなどの日本的なロックへ接近したことが明らかにされている。  
また、バンド間では、X を頂点とするタテ社会の人間関係が作られているが、その背景には、
かれらの多くが地方出身者で、ヤンキー文化と親近性があることが関係しているのではないか
という指摘がなされている。そして、そのようなヴィジュアル系の音楽や雰囲気は、豊かな時
代のなかで、家庭や学校で疎外感をもつ若い世代の共感を得て、それがヴィジュアル系の成功
につながったことが示されている。ファンのコミュニティについては、疎外感をもつ若い女性
が、コミュニティのなかに友人を得て、生き方を学ぶことができたことが、バンドの成功やそ
れを支えるファンのコミュニティの結束につながったことをファンの証言などから説明して
いる。 
ただし、このようなヴィジュアル系の人気は、2000 年代に入ると低下していく。アーティ
ストは、新しい方向性や目標、音楽性を見出すことができず、自分たちの成功を維持し続ける
ことに疲れた結果、多くのバンドが活動休止状態に陥ることになった。また、ファンも、「大
人になっていく」なかでコミュニティから「卒業」していく者が次第に増えたからである。  
 
第 2 章 2000 年以降のヴィジュアル系ロックの歴史：閉塞状況と海外への進出  
第 2 章では、2000 年代にヴィジュアル系が復活する時期について歴史的に概観するととも
に、復活の要因、前期との音楽性の相違やこの時期に、ヴィジュアル系を支えた社会経済状況
などが分析されている。  
2000 年代にはいるとヴィジュアル系は衰退していく。その要因としては、CD の売上が 1998
年をピークに減少していくこと、日本経済全体も停滞に陥っていくこと、アーティストのモテ
ィベーションが低下したこと、初期のファンが「大人」になっていき離れていったことなどあ
る。しかし、そのようななかでもヴィジュアル系は、一定の売上を期待できるマーケットとし
て生き残った。それは、第 1 章でみた「ビジネスモデル」が関係していることを説明している。  
しかしながら、この時期のヴィジュアル系は、1990 年代のヴィジュアル系とは異なってい
ることが、この第 2 章では明らかにされている。この時期のヴィジュアル系は、ネオヴィジュ
アル系と呼ばれているが、その特徴は、1990 年代のヴィジュアル系の影響によって自分たち
の音楽を作っていることである。1990 年代のアーティストは、ヘビーメタルなどの洋楽と日
本的なポピュラー音楽の間で揺れ、ヴィジュアル系と呼ばれることを嫌っていたのだが、2000
年代には、第 1 世代のアーティストをリスペクトし、ヴィジュアル系として扱われることを肯
定するように変化している。  
しかし、それでは、1990 年代のヴィジュアル系の縮小再生産であり、日本国内での小さな
成功で満足するしか可能性はなくなってくるだろう。それに満足しないバンドは、DIR EN 
GREY のように海外を目指すことになる。しかし、海外ではヴィジュアル系は、日本とは逆に
大衆的な評価を得ることができないため、かれらはヘビーメタルバンドにサウンドを変えて活
動することになる。一方、国内の成功で満足するバンドは、ますます日本市場に特化するよう
なスタイルをとるようになり、ファッションもゴシック的というよりは、「ホスト的」になっ
ていく。それは、日本経済の停滞と軌を一にしているようにみえる。このような状況が、この
第 2 章では、分析されている。  
 
 
第 3 章 日本社会の変容とヴィジュアル系ロックのコミュニティ  
この章では、ヴィジュアル系が、なぜ 1990 年代に必要とされたのかを社会経済状況による
影響から説明しようとしている。この時期、バブル経済の崩壊によって経済は停滞状況に陥り、
グローバル化・競争社会が進展していくなかで、人々は次第に将来に対する漠然とした不安を
より強く感じるようになっていったと考えられる。 
ここでは、まず、バウマン（2001）の議論などを使って、そのようなときに個人は何らかの
コミュニティに所属することを強く求めることが説明される。そして、ヴィジュアル系のバン
ドが所属するコミュニティ、ファンのコミュニティがどのように不安の解消に機能したのかを
説明していく。  
バンドのコミュニティは、X を頂点とするヒエラルキー構造をもっているが、それが、バン
ドの自由な活動にとって制約になると同時に、パットナム、ギデンス、コールマンらがいう社
会関係資本を提供してくれることをアーティストに関する著作、記事、証言などによって明ら
かにする。社会関係資本（社会的共通資本）とは、具体的には、ビジネスに必要な人脈や知識
などの提供である。  
また、ファンのコミュニティは、疑似家族のような集団を形成し、学校や家庭といった現実
社会から疎外されていると感じている若い女性に仲間と生きるだめの知識を与えてくれる。家
族、地域、企業といった伝統的共同体が崩壊していくなかで、このコミュニティは、それに代
わるものとなっている。雨宮処凛（2009）の「ヴィジュアル系のコミュニティは、すべてを教
えてくれた」というフレーズは、そのようなコミュニティの価値を端的に説明している。  
ただし、ここで、なぜヴィジュアル系のコミュニティを選択したのかが問題になるだろう。
バンドからすると、1980 年代の音楽状況のなかで、「音楽をやれば偉くなれる、金持ちになれ
る」と考えられるようになったことが大きな誘因になったのだろう。またファンにとっては、
「東京へのあこがれ」、「バンドを育てる」という動機などが誘因になったと考えられる。  
 
第 4 章 ヴィジュアル系ロックのグローバル化とその現状  
この章では、ヴィジュアル系がどのようにして海外に進出し、海外において、どのように受
容されているのかについて検討している。  
ヴィジュアル系は、アニメの海外進出に伴って、そのテーマソングをヴィジュアル系のアー
ティストが担当することが多かったために海外でも一定の人気を獲得することができた。また
ヴィジュアル系のルックスがアニメのキャラクターと重なるところがあることによっても、海
外で女性を中心とするファンを獲得することになった。しかしながら、ヴィジュアル系を支持
しているのは、海外の日本アニメファンの一部であり、その人気はそれほど大きな広がりをも
っているものではない。  
最近では、スウェーデンの YOHIO、イタリアの DreamsNowReality など海外にもヴィジュ
アル系バンドが登場してきた。かれらは、ヴィジュアルのアート的な側面に惹かれ、ひとつの
総合的なアートとしてヴィジュアル系を選択している。とはいえ、かれらも、それほど大きな
層にアピールしているわけではない。またアメリカ、イギリスの世界の音楽の動向とは乖離し
ていることもあって、商業的成功は達成していない。 
この章では、このような日本における報道とは違う、より客観的なヴィジュアル系の海外で
の評価や海外でのヴィジュアル系の受容を海外の雑誌記事などによって検討している。  
 
第 5 章 ヴィジュアル系ロックとヘビーメタルの関係  
1980 年代は世界的にヘビーメタルの時代であり、ヴイジュアル系もヘビーメタルに非常に
大きく影響されている。しかし、かれらは、LOUDNESS を頂点とする日本のヘビーメタルバ
ンドのように、ヘビーメタルのジャンルにおける一流のバンドとなることは選択しなかった。
選択したのは、BOØWY やレベッカのような日本的なロックバンドに近づくことだった。その
理由のひとつは、ヘビーメタルでは、LOUDNESS でも CD の売上が 10 万枚程度だったこと
である。またかれらは、洋楽に影響されるのと同じように、80 年代の日本のポピュラー音楽
に影響されていたこと、また傑出した演奏力をもっていなかったこともその理由だと考えられ
る。 
 その選択はビジネス的には正しかったと考えられ、いくつかのバンドは、100 万枚以上のア
ルバムを売ることに成功した。しかし、それにもかかわらず、社会的評価はそれほど高くなら
なかった。一般大衆に完全に受け入れられたわけではなく、その一方で、ヘビーメタルのアー
ティストからは、その音楽性や未熟な演奏力を揶揄されることもあった。  
 そのようなことに影響されたこともあるのだろうが、売れるとともに、ヴィジュアル系アー
ティストは、よりカジュアルなイメージへと変化していった。また、音楽性に対するコンプレ
ックスは、逆に大衆に親近感を与え支持された面もある。この章では、ヴィジュアル系の抱え
るジレンマをヘビーメタルと対比させることによって、様々な視角から検討している。  
 
第 6 章 外国のヘビーメタルと社会との関わり  
第 6 章では、世界の様々な国・地域におけるヘビーメタルの主張や社会に対する姿勢を歌詞
分析を中心にして検討するとともに、ヘビーメタルが各国において、どのように受け入れられ、
社会とどのような関係性をもっているのかを考えている。  
ヘビーメタルについては、各国で、その社会に反逆的な姿勢や強いメッセージ性が問題にな
り、暴力的な事件を引き起こす要因になったとして批判されることもある。そのために、社会
科学的な分析の対象になり、いくつかの著作も書かれている。（Hjelm et al. (2013)） 
ヘビーメタルバンドの主張は様々で、アメリカでも、左翼的な主張を前面に打ち出している
Rage Against the Machine のようなバンドから Stryper のように福音派の教義を歌うメタル
バンドまで存在する。しかし、いずれにしろ、ロックを通じて、支配的な体制・イデオロギー
に対する異議申し立てのメッセージを送り、それが支持されているケースが一般的である。  
この章では、アメリカ、イギリス、ノルウェー、ブラジル、インド、イスラム圏など、世界
の様々な地域におけるヘビーメタルバンドを取り上げ、その歌詞の内容を検討するとともに、
それぞれの地域でヘビーメタルが社会的にどのように評価されているのかを検討している。  
この章の目的は、世界のヘビーメタルのそのような姿勢とつぎの章で検討する日本のヴィジ
ュアル系の姿勢が全く異なっていることを示すことにあると考えられる。一般にロックは、若
い世代の現状への不満を代弁する役割を果たしていて、それが若者に支持される理由にもなっ
ているのだが、この章では、各国におけるヘビーメタルについて、その点を確認するとともに、
そのヘビーメタルに強く影響されているヴィジュアル系がなぜそのような姿勢をもっていな
いのかを次の章で検討していく。  
 
第 7 章 ヴィジュアル系ロックの社会における立場、政治との関わり  
第 6 章でみたように、日本だけは、ヴィジュアル系やメタルに、他の国で存在する反逆のよ
うなものが見つけられない。歌詞をみても政治性は、ほとんど存在しないし、基本的にはラブ
ソングが多い。この章では、その要因として、ひとつはヴィジュアル系がヘビーメタルから決
別したこと、もうひとつは、ファン層が、政治や思想といった問題を自分たちとは異なった人々
のものとする意識を持っていることによって説明しようとしている。  
またヴィジュアル系バンドの大衆的な支持を得ようとする姿勢が、図らずも 90 年代半ばか
ら指摘される日本の右傾化を補完する役割を果たしていることについても分析されている。  
ここでは、X の YOSHIKI が、「天皇陛下御即位十年をお祝いする国民祭典」において演奏
することを批判した東京大学教員有志が批判した公開質問状とそれに対するファンの反応に
ついても検討されている。  
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 この論文は、ヴィジュアル系ロックについて総合的・学際的に検討した論文である。ヴィジ
ュアル系に関して、この論文でなされたように、多面的かつ総合的に検討した論文はこれまで
なかったのであり、まず、その点で、この論文を高く評価することができる。  
また従来、ポピュラー音楽の研究では、アーティストとファンに焦点をあてて議論が行われ
るのが一般的である。そこでは、ビジネスの側面やその時代の社会や経済がその音楽にどのよ
うな影響を及ぼしているのかという点については、あまり検討されることはない。しかし、ア
ーティストの活動もビジネスに組み込まれているのであり、ポピュラー音楽にとってビジネス
は実は非常に重要である。ビジネスとしてのヴィジュアル系を検討し、それが 1990 年代の日
本で優位性をもっていることを明らかにしたのが、この論文の重要な貢献のひとつである。  
さらに、アーティストとファンがそれぞれコミュニティをもち、1990 年代という時代に、
それがどのように機能しているのかを示したことも重要であろう。アーティストにとっては、
コミュニティは活動を容易にする社会関係資本を提供してくれるという側面があり、ファンに
とっては、バブル崩壊後の閉塞的な日本の社会経済状況のなかで、不安感をもつ人々、とくに
若い女性を支える役割を果たした。本論文では、そのようなコミュニティの機能をアーティス
トやファンの証言から浮かび上がらせている。  
 このあたりの評価については、評価者全員が一致した。そして、評価者全員が、齋藤氏の論
文を博士論文として十分な水準をもっていると評価した。  
 ただし、そのような評価を前提として、それぞれから、論文に対していくつかのアドバイス、
コメントがなされた。  
 高増からは、今後のこの分野の研究の発展にとって、基礎となる論文になるだろうと評価で
きるが、個別のテーマの掘り下げ方、分析は十分とは言えない。また学際的な研究ではあるが、
それぞれの分野の方法論の理解が十分ではない点もあるため、学際性があまり有効に機能して
いないという指摘があった。  
 井上からは、ジェンダー論的な観点からは、ヴィジュアル系のファンのコミュニティの保守
的側面だけが強調されている点は問題であるという批判があった。また音楽面では、ヴィジュ
アル系とヘビーメタル以外の日本のポピュラー音楽との比較が不十分ではないかという疑問
があげられた。またヘビーメタルについては膨大な歌詞分析があるのにもかかわらず、ヴィジ
ュアル系については歌詞分析があまりないこと、ファンやアーティストに対する直接のインタ
ビューがないことについては、今後に期待したいというコメントがあった。  
 小川からは、「社会経済学」というタイトルがついているにもかかわらず、経済学系の文献
をあまり参考にしていない点、数量的なデータをもう少し利用し、計量経済学的な分析をすべ
きであるという批判とアドバイスがあった。  
 ただし、このような指摘があるのは、この論文に更に発展の可能性があることを示していて、
齋藤氏が、この論文を基礎にさらに研究を発展させてくれることを期待したい。  
 以上、総合的に評価して、本論文は博士論文として価値あるものとみとめる。  
 
